
ま
ちかど

インタビュー

減
反
政
策
廃
止
と
本
町
農
業
再
建
に
想
う
こ
と
は
!!

米
作
り
の
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て

次
の
定
例
会
は
3
月
で
す

●
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／
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編
集
／
広
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広
報
委
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－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

芳賀　吉幸 さん
（上浅見川）

矢内　豊 さん
（折木）

　

こ
れ
ま
で
、「
地
域
で
支
え
合

い
農
業
を
元
気
に
！
」
の
も
と
、

各
機
関
と
連
携
よ
り
、
い
ろ
ん

な
作
物
に
挑
戦
し
、
町
お
こ
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
か
ら
間
も
な
く
７
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
昨
年
は

3
月
末
を
も
っ
て
応
急
仮

設
、
借
上
げ
住
宅
の
供
与

期
間
が
終
了
し
、
帰
還
の

節
目
を
迎
え
、
帰
町
か
ら

再
建
へ
と
新
た
な
町
づ
く

り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夏
頃
に
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
一
部
再

開
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
、
県
事
業
で
あ
る
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
学
、
高
校

の
整
備
等
の
取
り
組
み
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
＝
元
気
」

の
視
点
で
健
康
寿
命
を
延

長
す
る
な
ど
、「
元
気
な

町
づ
く
り
」
を
行
政
と
一

体
と
な
り
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
支

援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
北
郷　

幹
夫
）

　

先
月
上
旬
本
町
に
お
け
る
29

年
産
米
検
査
の
集
計
が
出
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
入
荷
さ
れ
た

う
る
ち
米
で
は
一
等
米
23
％
、

二
等
米
77
％
と
カ
メ
ム
シ
の
吸

汁
加
害
に
よ
る
斑
点
米
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
。
郡
内
で
は
本

町
だ
け
の
傾
向
で
あ
り
早
急
な

対
策
を
願
い
た
い
。

　

生
産
調
整
の
廃
止
に
つ
い

て
、
国
は
県
単
位
で
独
自
に
コ

メ
の
生
産
計
画
を
作
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
お
り
現
時
点
で
は

「
様
子
見
」
の
状
況
で
あ
る
が
、

ほ
場
整
備
を
進
め
、
自
由
な
発

想
で
新
た
な
技
術
や
栽
培
方
法

に
よ
り
、
価
格
競
争
力
や
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長  

黒
田
政
徳

広
報
委
員
会

委 

員 

長  

塩　

史
子

副
委
員
長　

阿
部
憲
一

委　
　

員　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

小
磯
利
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

　

約
７
年
前
の
震
災
・
原
発
事

故
に
よ
る
復
興
途
上
の
中
、
減

反
政
策
の
廃
止
は
Ｗ
パ
ン
チ
の

状
況
で
あ
る
、
中
山
間
地
の
本

町
で
、
国
が
進
め
る
強
い
農
業
、

輸
出
倍
増
等
の
バ
ラ
色
の
農
業

に
は
無
理
が
あ
る
。
駅
東
側
農

業
ゾ
ー
ン
の
完
成
は
い
つ
に
な

る
の
か
、
農
業
経
営
の
根
幹
を

揺
る
が
し
地
域
社
会
の
存
続
に

関
わ
る
中
、
実
態
に
合
う
農
業

政
策
を
期
待
し
た
い
。

　

日
本
の
米
作
り
は
今
年
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
ま
す
。
生

産
過
剰
よ
り
値
崩
れ
を
防
ぐ
狙
い
で
、
国
が
生
産
数
量
目
標

の
指
示
配
分
か
ら
手
を
引
き
、
各
地
域
が
自
主
的
に
作
付
面

積
や
生
産
量
を
決
め
る
政
策
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
昭
和
46
年

か
ら
47
年
続
い
た
生
産
調
整
、
い
わ
ゆ
る
「
減
反
」
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。
本
町
農
家
の
再
建
に
必
要
な
感
想
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。


